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この結果「ぎし大黄」は Rumex j aponicus Houtt. と R.obtusifolius L. とを基源とする 2 種が
含まれていることを明らかにし得た。
R. japonicus と R. madio, R. nepalensis および R.obtusifolius と R. nipponjcus とは組織学
的に区別困難で、あるが、植物分類地理学的考察から R. madaio, R. nepalensis , R. nipponicus は商
品に混入する可能性はないと思われる。
Table 1. í ぎし大黄」の内部形態学的特徴
四国産 「ぎし大黄」
判別要素 R. japonicus R. obtusifolius 
皮部繊維・石細胞 + + ネ艮 木部繊維 十 +十
師部繊維 + +十根茎 木部繊維 + +件







的に特徴づける主要な指標となる (Table I 0) 
Table I. Equisetum 属植物の内皮の配列様式
茎 地下茎
E. arvense 外立 佐立
E. debile 自立 自立
E. limosum 自立 自立
E. hyemale 両立 自立
E. ramosissimum var. japonicum 両立 自立
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これらの内部構造上の特徴から、日本産「とくさ」の基源植物は Equisetum hyemale L. である
ことを生薬学的に明らかにし得た。
また、台北市の生薬店で入手した「接骨草」・香港市場の東北省産「木賊草」も E. hyemale の全草
であることを確認した。
台湾の青草店で市販される「接骨草」の内部構造は、台湾に自生する E. debile Roxb. の標本と
よく一致し基源植物を確証できた。
台湾省中部市場の「接骨草」と香港市場の広東省産「接骨草」とはともに同一の Equisetum 属植
物を基源とすることを認めた。台湾および中国南部に分布する Equisetum 属植物は、一括して E.
debile として扱われているが、この種は E. debile より大型の草本であり、内部形態学的に機械組織
・内皮の状態がことなっている。この地方の Equisetum 属植物が分類学的に整理されるまでこの種

















5 深裂 2 個先端が膨大する長毛 微突起
当 朝鮮産・中国産
S. p seudochinensis 
5 深裂 2 個小尖起のある長毛 こぶ状突起
台湾産 (A)





4 深裂 2 個平滑な長毛 微突起
薬チ Tikta 
fえ、 S. racemosa 
5 浅裂 1 個くし歯状毛 微突起
ツ Gyati 物ト
S. nervosa 
4 深裂 l 個突起の著るしい短毛 微突起
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生薬「うらじろがし J J 
Q. salicina Q. myrsinaefolia 
主脈部維管束上部 隆起することなくわずか わずかに隆起するかかに凹入する 平担
上面表皮細胞の厚さ
~ 下面表皮細胞の厚さ 1. 5~3 3~5 
主脈周辺部の異形細胞 →十
以上のことから「うらじろがし」は Quercus salicina Blume の葉のほかに Q. myrsinaefolia 
Blume を基源とするもの、および両種の混合したものがあることを確証した。
また Quercus 属植物は髄内維管束という特殊な形態を持つが、この出現過程を Q. dentata の葉
中内を用いて明らかにした。





第 I 章 「うんらんJ





ウンランの地上部から 3 種の iridoid glucoside (1 a, n a, il a) を約 5.5%の収率で単離した。
1 a(収率0.6%) ， n a(3 .3%) とその aceta te の physica1 da ta はそれぞれ antirride (1 a) , anｭ
tirrhinoside (n a) の文献値に一致した。
illa は Beilstein test 陽性であり、その acetate (皿 b ， il c) の元素分析から C1 が確認できた。
Iridoid 骨格を想定すると illa の PMR data は harpagide-heptaaceta te (町)のそれと類似する
が、 illb に C7 -2H の signa1 の言志められないことカfことなっている。また田 b. 皿 c の C I， C9 , 
ClO -H の chemi.ca1 shift の上ヒ車交から illb の C8 -OH がアセチルイヒされていないことがわかる o
decoup1ing 実験により帰属できた PMR data を Tab1e V に示した。
Tab1e V. The PMR Data of il b, il c, and N 
(τva1ues in CDC1 3 , J va1ues in Hz) 
il b (60 MHz) il c (100 MHz) 町 (60 MHz) 
C1-H 
h 4.46 (br. s. W 2 =2) h 3.88 (br.s. W?2.5) 3.97 (br.s.) 
C3-H 3.74 (d. J=6.5) 3.73 (d. J=7) 3.62 (d. J=6.5) 
C4-H 4.35 (d.d. J=6. 5,1. 5) 4.36 (d.d. J=7 , 2) 4.48 (d. ー 1ike ， J = 6.5) 
C6-H 4.7-5.4 4.6-5.3 4.5-5.2 
Cマー H (2H) 4.7-5.4 (lH) 4.6-5.3 (lH) 7.3-8.2 (2H) 
Cg-H h 6.59 (br. s. W?4) 
h 
6.35 (br. s. W?=;=4) 6.81 (br. s. ) 
ClO-3H 8. 67 (s.) 8.47 (s.) 8. 48 (s.) 





10 CH3 O-glu (OR)4 
il a : R= R' = H, lina, rioside 
皿 b : R=Ac , R' =H 












1 a : antirride 町: hepta-O-acetylharpagide 
その構造が田a で示せることは、この chlorohydrin をアルカリ処理して対応する β-epoxide ( n a)
を得たことで確認した。
CI を含む iridoid glucoside が天然から得られたのは今回が最初であり困 a を linarioside と命名
した。







(1) 四国産「ぎし大黄」は主として Rumex japonicus Houtt. に基づくものであるが、一部の商品
には R.obutusifolius L. が混入していることを確認した。







E. hyemale L. 
E. debile Roxb 
E. sp. 



































(4) 徳島県下で民間的に内臓結石症に用いられている「うらじろがし」は Quercus salicina Blume 
の葉であることを確証した。
しかし「うらじろがし」の商品の一部には Q. myrsinaefolia Blume の葉に基づくもののあること
を認めた。また両種の混じた商品も市販されていることを確認した。
あわせて日本産 14種の Quercus 属植物を葉の内部構造の特徴を指標として植物分類学的整理を
行なった。







1 a : antirride I a : antirrhinoside m a : linarioside 
この中 IIa には緩和な潟下効果が認められた。





1. r ぎし大黄」の市場品と 10種の R山nex 属植物を比較検討し、その基源植物は Rumex japonicus 
Houtt. であり、一部 R. obtusifolius L. が混入していることを明らかにした。
2. r とくさ J は Equisetum hyemale L. が基源植物であることを生薬学的に明らかにした。
3. r当薬」は Swertia japonica Makino に内部構造が一致することを証明した。
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4. í うらじろがし」は Quercus salicina Blume の葉であり、その市場品には Q. myrsinaefoliaｭ
Blume が一部混入していることを明らかにした。
5. í ウンラン J Linaria japonica M iq. を化学的に検討しa.I川J
質 linani臼os司id白e を単離し、その構造を決定し、クロールを含むイリドイド配糖体であることを明ら
かにした。
以上の結果は、薬学博士の学位を授与するに値する内容である。
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